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第37回日本保健医療行動科学会学術大会「プログラム・抄録集」

座長：　酒井幸子 （一橋大学大学院）

A1 障害者福祉における人権に関する研修効果についての考察

（実践・活動） ○小林美津江（佛教大学）

A2 医療保険における皆保険実現までの日中比較 ―国民健康保険を対象に―

（研究） ○賈子申（佛教大学）

A3 日本の喫煙が認められる年齢以上の成人における加熱式たばこ（IQOSR）の使用状況の推移

（研究） ○Karina Fischer, Steve Roulet, Pierpaolo Magnani（フィリップ モリス インターナショナル）

座長：　岡本響子 （安田女子大学）

B1 看護学生がロールプレイ演習を通して捉えた入院中の子どもと親の状況

（研究） ○石田寿子（梅花女子大学）、三宅靖子（姫路獨協大学）、山崎裕美子（元姫路獨協大学）、北條妙子（東大阪大学短期大学部）

B2 セルフケア看護支援にみる看護師の子ども観 ―雑誌「小児看護」言説分析から―

（研究） ○髙橋花子（立命館大学先端総合学術研究科博士課程）

B3 身体介助が必要な車いすユーザーの親子関係に関する考察 ―Aさん親子の語りから―

（実践・活動） ○森本京華（佛教大学大学院）

座長：　中川 晶 （京都看護大学、なかがわ中之島クリニック）

A4
職種間理解のための対話的プログラムの実践とその成果 ―多職種連携コンピテンシー自己評価尺度と研修前
後・3か月後アンケートの分析結果から―

（研究） ○野呂瀬崇彦（帝京大学）､松本光寛（群馬大学大学院）､樋口倫子（明海大学）､木村聡子（宝塚大学）､小坂素子（神戸女子大学）､
吉野亮子（関西医療大学）､二瓶映美（秀明大学）､岡美智代（群馬大学大学院）

A5 スポーツを日常化するダイアロジカル・ミーティングの試み

（研究） ○樋口倫子（明海大学）、杉浦雄策（明海大学）、小林好信（千葉医療福祉専門学校）、蓮井貴子（日本赤十字北海道看護大学）

A6 AI(人工知能)はヘルスケアにどう寄与できるか？(そのI)―ヘルスケアにおける対話型AIの現状と課題を巡って―

（研究） ○村岡潔（岡山商科大学）

座長：　宮本眞巳 （東京医科歯科大学名誉教授）

B4 情報の遮断から引き起こされる「感染パンデミック」と医原性の死亡

（研究） ○黒野利佐子（神戸常盤大学）

B5 コンヴィヴィアルな身体の関わり方とは ―身体認識を用いた実践報告―

（実践・活動） ○岡田裕子（京都大学）

セッションⅡA

セッションⅡB

＜一般演題 口頭発表Ⅱ＞　6月18日（日）　 9:10～10:25　　　　B会場 （5階 851講義室）

＜一般演題 口頭発表Ⅰ＞　6月17日（土）　15:40～16:55　　　　A会場 （3階 大講義室）

セッションⅠA

＜一般演題 口頭発表Ⅰ＞　6月17日（土）　15:40～16:55　　　　B会場 （5階 851講義室）

セッションⅠB

＜一般演題 口頭発表Ⅱ＞　6月18日（日）　 9:10～10:25　　　　A会場 （3階 大講義室）
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